
【Ⅰ．政策の概要】 【Ⅱ．構成施策の目標指標の達成状況】

【Ⅲ．政策を構成する施策の評価結果】
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【Ⅴ．政策を取り巻く社会経済情勢・今後の動向】 【Ⅳ．評価が著しく不十分となった指標】
達成率

－

　新たな学習指導要領では、児童生徒などの主体的・対話的で深い学びを実現する「アクティブ・ラーニング」の視点
から授業改善を図ることとされ、小学校では3･4年で「外国語活動の導入」、5･6年で「英語の教科化」、中学校では
「英語による英語授業の実施」、高校では「歴史総合」や「公共」等の必修化、また、「小学校におけるプログラミング
教育の実施」などが新たに盛り込まれた。本県においても「全国に誇れる教育水準」の達成を最重点目標に掲げ、全
ての子どもたちに未来を切り拓く力と意欲を身に付けさせる教育を推進していく必要がある。
　変化の激しい時代を生きる全ての子どもたちに、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・
人間性」の三つの柱（育成を目指す資質・能力）をバランスよく育成することが重要である。学力については、習熟の
程度に応じた指導の充実や学びに向かう力を育成する教育活動の充実等が図られたことにより、小・中ともにほぼ
目標値を達成したが、小学校の算数で伸び悩みが見られるなど課題もあることから、「思考力・判断力・表現力等」の
育成に向けた「アクティブ・ラーニング」の視点による授業改善の取組を一層推進する必要がある。体力については、
「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」において、昨年に引き続き過去最高の結果となっており、今後も学校・家庭
生活を通じた運動の習慣化・日常化が必要である。
　グローバル社会を生きるために必要な「総合力」を育成するためには、子どもの海外への挑戦意欲を高めるととも
に、グローバルに活躍する人材に触れる機会を充実させることが必要である。
　小学校での不登校児童数が増加傾向にあり、不登校の原因や背景が複雑・多様化していることから、福祉、医療
等の関係機関・団体とも連携した「チーム学校」による組織的な対応の強化が求められている。
　地域の高校が地域に信頼され、選ばれる高校となるため、学力向上の取組に加え、地元住民や中学校との連携に
よる地域に根ざした魅力・特色ある高校づくりを推進する必要がある。
　変化の激しい時代にあって、県民の学習ニーズが多様化・高度化していることから、ライフステージに応じた多様な
学習機会の提供が必要である。

指標名

該当なし

青少年の健全育成 達成 Ａ

変化の激しい時代を生き抜く生涯を通じた学びの支援 達成 Ａ

信頼される学校づくりの推進 達成 Ａ

「知（地）の拠点」としての大学等との連携 達成 Ａ

グローバル社会を生きるために必要な「総合力」の育成 達成 Ａ

安全・安心な教育環境の確保 達成 Ａ

　未来を切り拓く力と意欲を身に付けさせる教育の推進や、世界に通用する「グローバル人材」の育成、いじめ・不登
校対策の充実・強化、学校・家庭・地域との協働など学校教育の充実と生涯を通じた学びを支援するとともに、青少
年の健全育成や多様な行政課題の解決に向けた県内大学との連携などを進める。

施策名 指標評価 総合評価

子どもの力と意欲を伸ばす学校教育の推進 達成 Ａ

政策評価調書（２９年度実績）

政策名 生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造 政策コード Ⅲ－１ 関係部局名 教育庁、企画振興部、福祉保健部、生活環境部、商工労働部、警察本部

達成
75.0%

概ね達成
16.7%

達成不十分
8.3%

著しく不十分
0.0%


